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■ご使用前に必ずご確認ください■
※本商品のご使用前に最終項記載のURL（保証規定）より保証規定の内容を読み、ご理解のうえご使用ください。

※本商品の使用をもって、本書と保証規定の内容を全て理解・承諾したものとみなします。本書内の注意事項を守らず使用した
　ことによる事故や損害について、弊社では一切の責任を負いません。

※本書は、いつでも取り出して読めるように大切に保管してください。また第三者に譲渡する場合は、必ず本書も併せてお渡しください。

警告！

注意！

要件を満たさず使用しますと、死亡または重症に至る可能性や第三者の生命や財産を損なう可能性が想定される場合を示して
あります。

禁止

実施

その他

・ テントの周辺や中では、絶対に火気を使用しないでください。

・ テント内では、高温になる照明を絶対に使用しないでください。

・ キャンプ場やキャンプ許可地域以外では使用しないでください。特に熟知していない土地や河原などは大変危険です。

・ 強風や雷など悪天候時にはテントの設営をしないでください。またキャンプ場の指示がある場合はそれに従ってください。

・ ご購入後はキャンプへ行く前に必ずテントを組み立て、正常に使用できることを確認してください。

・ 使用状況などにより、通気性が低下する恐れがあります。ベンチレーターなどを有効活用し、テント内の換気を時々行なって

 ください。

要件を満たさず使用しますと、傷害に至る可能性または物的損害の発生が想定される場合を示してあります。

禁止

実施

・ テント設営後は無人の状態で長時間放置しないでください。急な天候変化などにより、テントが飛ばされる可能性があります。

 また避難などで、やむをえず離れる場合はポールを抜き、飛ばされないように重りを乗せるなどしてください。

・ 本商品を開梱の際は構成部品や外観の不具合、異常がないことを必ず確認してください。万一お気づきの点がございましたら、

 ご使用前にお買い求め販売店へ速やかにご相談ください。

・ ポールを取扱いの際は周囲に十分注意して取扱いしてください。ポールは細く、長いため周囲にいる人の目に刺さったり、周囲

 の物にぶつけてキズや破損などの原因となります。特に子供が周囲にいる場合は、予測できない動きをする可能性があり大変

 危険です。

・ テントを設営する場合は通行の妨げにならないように設営してください。

・ 張り綱やペグは昼夜を問わず、通行する人が分かるように目印を付けてください。つまづいたり、引っかかることで転倒やケガ

 の原因となります。

・ テントはペグと張り綱を全て使用して、生地にたるみがないように設営してください。

・ ペグは根元まで地面に打ち込み、張り綱は強いテンションを保つようにしてください。

・ 本商品を使用したことによる物的損害や人的損害等の保証は一切お受けできません。また商品保証は、本商品のみ対象となり

 ます。

・ 本商品は予告なしに価格や仕様を変更する場合がございます。また文中にご紹介した商品についても同様です。あらかじめご

 了承ください。

本商品の特長

●パッキングサイズ435×Φ180（ｍｍ）で重量2.8（kg）

●側面の張り綱を引くことで、空間が広くなり快適に過ごせます。
●四角形のワンポールテントは設営が簡単。

構成内容

①収納バッグ

③アルミポール

⑤ポール収納袋 ⑤インナーテント

④フライシート

⑥ペグ収納袋

②ペグ（14本）

ネグラ　ワンティピー
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02.フライシートを広げる

03.フライシート固定

04.アルミポールを立てる

・ イラストを参考に③アルミポールを組み立てます。
※ポールはショックコードで各部品に繋がっています。ポールとポール

　を引っ張り接続してください。

※各ポールとポールの引っ張り過ぎにご注意ください。内側のショック

　コードが切れるなど、破損の原因となります。

※アルミポールに上下の向きはございません。

③アルミポール

1.まっすぐにする2.さし込む

 ゴムひも
※ 引っ張りすぎや
 破損に注意

ポールの接続方法

ポール

01.ポールの組み立て

・ フライシートの四隅（４ヶ所）を引っ 張りながら正方形になる
  ように②ペグで固定します。

4 ヶ所固定

■フライシート四隅

張りながら固定

・ ④フライシートのファスナーを開け、テントの中に入り頂点と
  なる部分に③アルミポールの先端を差し込みながら押し上げます。

05.フライシート固定する

・ ④フライシート4ヶ所を引っ張りながら②ペグで固定します。

④フライシート

前側

・ 向きに注意してフライシートを広げます。
  ロゴがある面が、出入口になります。

1.ファスナーを開ける

③アルミポール

■テント頂点部

4 ヶ所固定

■フライシートすそ部

張りながら固定

上面図

ロゴ部
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06.側面の張り綱を引く 07.インナーテントの接続

08.インナーテントすそ部を固定 09.張り綱でテントを補強

・ ④フライシート内側のリングにインナーテントのトグルスト
 ッパー（2ヶ所）を通して接続します。
・フライシート内側頂点部とインナーテント頂点部のバックル
 を接続します。
・ ④フライシート内側側面と⑤インナーテントをバックルで接続
 します。

・ ⑤インナーテントの側面の張り綱（2ヶ所）を適切な長さに
 調整し、②ペグで固定します。
 ※張り綱はイラストを参考に長さを調節してください。

・ ⑤インナーテントのすそ（5ヶ所）を④フライシートを固定して
 いる②ペグにかけます。
 

・ ④フライシートの張り綱（4ヶ所）を適切な長さに調整し、
 張りながら②ペグで固定します。
※張り綱はイラストを参考に長さを調整してください。

バックル
を接続

フライシート

フライシート
すそ部（5 ヶ所）

張り綱（4 ヶ所）

張りながら固定

長さを調整

張り綱（4 ヶ所）を固定

インナーテント

張りながら固定

長さを調整

張り綱（2 ヶ所）を固定

フライシート

インナーテント

トグル
ストッパー

を通す

インナーテント
すそ部（5 ヶ所）

■後面すそ部

引っ掛ける

インナーテント
すそ部（5 ヶ所）

フライシート
すそ部（5 ヶ所）
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■商品保証について
商品保証とは、通常のご使用において材料または製造上の不具合に起因する故障等が起
きた場合、保証規定の範囲において無償修理または交換をお約束するものです。

デイトナ保証規定

1. 保証期間は使用回数に関わらず、ご購入日から1年間となります。
2. 保証を受ける場合には、お買い上げ日が証明できる書面（レシートなど）が必要となります。

3. 下記のアドレス（またはQRコード）より、保証規定の詳細をご一読の上、
　 ご理解・ご承諾ください。

※保証を受けるご連絡を持って、保証規定にご同意いただいたものとみなします。

※保証の対象は、新品かつ正規販売店でのご購入品に限ります。　個人売買や中古品、
　インターネットオークションでの購入品は保証の対象外となります。

https://www.daytona.co.jp/warranty/index.php

■保証修理のお受付について

インターネットお問合せ

お買い上げ日が証明できる書面をご用意の上、購入店もしくは当
社までご連絡ください。

https://www.daytona.co.jp/contact/form.php

10.メンテナンス方法

■撥水効果が低下した場合
・ 汚れで撥水効果が一時的に落ちている場合があります。水で洗い流したり、薄めた中性洗剤をスポンジに含みやさしくこすった
 後に洗い流してください。
※強力な洗剤や強くこすったり、同じ箇所を集中してこすると生地を痛め性能が低下する場合があります。注意してください。

・ 上記作業を行なっても撥水効果が回復しない場合は、フライシート外側に撥水剤を塗布してください。
※フライシートは外側に撥水加工が施され、内側に防水加工が施されております。メンテナンスの際は外側と内側の加工の違いに注意してくだ

　さい。誤ったメンテナンスをした場合は性能が落ちる場合がございます。またインナーテントに防水剤を塗布することは大変危険なため絶対

　にしないでください。

・ グランドシートの裏面（つや面側）は、撥水加工されております。上記作業の汚れを落としたり、低温でのアイロン掛けで撥水効
 果が回復しない場合は撥水剤を塗布してください。
■破れや穴の補修
・ 5cm程度の破れや、火の粉で溶けた小さい穴は、市販のリペアシールを両面から貼り付けて補修してください。
※ガムテープなどで緊急の補修は可能ですが、テープの粘着剤が生地に残り、修理が困難になる場合があります。

■防水性の向上のために
・ 本商品は生地を縫製した部分にシームテープ加工を施し、防水性を上げております。しかしテントの構造上、シームテープが使
 用できない場所や効果が発揮しづらい部分が、どうしても生じてしまいます。防水性を上げるためにも各部の縫製部には防水液
 （またはジェル）などを塗り、目止めして防水性を向上してください。
※特にインナーテント四隅にあるベルトを縫製した部分は構造上、どうしても水が浸入しやすい場所となります。

11.保管方法

■汚れを落とす
・ フライシートの汚れは、水で洗い流したり、水で薄めた中性洗剤をスポンジに含みやさしくこすった後に洗い流してください。
・ インナーテントの汚れは湿らせた布でやさしくこすり取り除いてください。
※洗濯機で洗ったり、パーツクリーナーや溶剤系を使用すると生地のコーティングにダメージを与えます。絶対にしないでください。

■乾燥させる
・ フライシートやインナーテントを陰干ししてください。
※しっかり乾燥させないと、カビの発生や悪臭の原因となります。

■ポールの清掃
・ ポールに付着した泥などを、しっかり拭き取り、パイプの内側まで完全に乾燥させてください。
■海の近場での使用時
・ フライシートとポールは、塩分を水でしっかり洗い流し、十分に乾燥させてください。
■涼しい場所に保管
・ 日光が当たらない、風通しの良い場所に保管してください。
※高温下や湿度が高い場所などで保管しますと加水分解による素材の変色や劣化、色移りなどの原因となる場合がございます。

インナーテントの
側面や天井には

使用禁止

通気性が失われ

一酸化炭素中毒などの

事故の原因となります

防水剤

スプレー

など

防水剤

スプレー

など

縫製部

防水処理の目止めオススメ箇所

インナーテント四隅
ベルト部

ht tps : //www.day tona .co . jp〒437-0226 静岡県周智郡森町一宮4805

本取扱説明書の内容の一部、

または全ての無断転載を禁止

転載
禁止東証スタンダード上場

内側は防水加工

外側は撥水加工

フライシートの表面処理に注意


